


























































・弁膜症（MIC-AKE, AKR, MKE, MKR, TAVI, David）
・補助人工心臓（LVAD）
・粘液腫
・小児心臓（ASD 閉鎖，VSD 閉鎖，TOF, Norwood）
・肺移植
今回の実習は基本的に心臓手術の見学でした。ドイツでも
珍しい肺移植、日本ではまだ実施施設が少ない経カテーテル
大動脈弁植え込み術（TAVI）や左室補助人工心臓（LVAD）
真ん中：真鍋秀明先生
右：今回一緒にドイツに行った野口恵未さん
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の植え込み術を多数見学することができ、非常に貴重な経験ができたと思います。
粘液腫の切除術や弁形成術では、手術が非常に上手な術者が行うと、縫合では１針１針に迷いがなく、粘
液腫切除後の閉鎖痕や形成された弁が非常に美しく芸術的で感動しました。また経カテーテル大動脈弁植え
込み術（TAVI）や冠動脈バイパス術（CABG,OPCAB）、弁置換術および弁形成術はそれぞれ５回以上見学
したので、最後のほうでは手技の順序を覚え、次の手技を予測できるようになりました。第一外科の BSL
では小児心臓を回っており、大人の手術を見学することがほとんどできなかったので、今回こんなにも多く
の大人の手術を見学できたことは非常に勉強になりました。
また、冠動脈バイパス手術で大伏在静脈の採取のお手伝いをさせていただとき、結紮の難しさを実感しま
した。糸結びの練習はたくさんしてきましたが、採取した血管の枝を結紮する際、力の加える方向が違って
おり切れてしまうことがありました。この手術を通して、結紮は力を加える方向と力加減が大切であること
を学ぶとともに、外科手術の面白さを味わえた貴重な経験になりました。
６．生活
◎寮
４週間病院の看護寮で生活していました。名前は看護寮です
が、看護師さんだけでなく、ドクターも住んでいらっしゃいまし
た。部屋には、ベッド、デスク、クローゼット、冷蔵庫、シャ
ワー、トイレが付いています。１週間に１度清掃とタオルの交換
をしていただき、とても快適に過ごすことができました。
◎食事
朝食は前日までに購入しておいたパンやヨーグルトなどで済ま
せ、昼食と夕食は主に病院のカフェテリアを利用していました。
カフェテリアは朝も営業しているので、朝食に利用することも可
能です。時々、日本人の先生に教えていただいた美味しいレストランに行きました。
ちょうど私が訪れた５～６月はホワイトアスパラの時期で、病院のカフェテリアでも週に１度はホワイト
アスパラの料理が並んでいました。特にホワイトアスパラのスープがとても美味しくて印象に残っていま
す。また、ドイツといえばビールが有名ですが、ドイツビールは苦味が少なくスッキリしていてとても美味
しく、それぞれの地域によって風味が少しずつ異なるので、観光に行った際はご当地ビールを味わいまし
た。ハムやチーズ、ワインが驚くほど安くとても美味しかったです。
◎買い物
バード・ユーンハウゼンの駅前にはかわいらしい商店街が広がっています。私たちはその商店街にも行き
ましたが、主にスーパーマーケットやショッピングセンターを利用していました。ショッピングセンターに
は、大きなスーパー、ドラックストア、ホームセンター、服屋さん、本屋さんなどが入っており、生活に必
要なものはすべてここで揃いました。ドイツは基本日曜・祝日はお店がお休みなのですが、近くにコンビニ
代わりのガソリンスタンドがあり、こちらは日曜・祝日も営業しているので助かりました。また物価は日本
と同じぐらいですが、食料品は少し安いように感じました。
◎言葉
カンファレンスはすべてドイツ語で、スタッフの方の中には英語を話すことができない方もおられ、コ
ミュニケーションに苦労することは多々ありました。先生方の中には英語で解説してくれる方もおられまし
た。わからないことは日本人の先生方に質問し、解決するようにしていました。
◎観光
ドイツでは鉄道が便利なので、観光をしたい方は電車を利用することをお勧めします。私たちは電車を利
用して、グリム童話『ブレーメンの音楽隊』で有名なブレーメン、厳かなケルン大聖堂があるケルン、東欧
の街並みが美しいドレスデンへ行ってきました。
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７．費用
・飛行機代（フランクフルト） 往復１１０，０００円
・電車代（フランクフルト－バード・ユーンハウゼン） 往復１０，０００円
・ホテル代 １５，０００円
・看護寮 ０円
・生活費 ４０，０００円
必要最低限の費用は約２０万円になると思います。
富山大学からの補助金もあるので、学生課に申請すると良いと思います。
８．感想
実習を振りかえってみると、実習初日が一番思い出深いで
す。初日はすべてがドキドキでした。特に、教授のグンマー
ト先生にドイツ語で挨拶したときと、初めての手術見学で１
人で手術室に入り、麻酔科医にドイツ語で麻酔科側から手術
を見学させてほしいとお願いしたときの緊張はものすごいも
のでした。麻酔科医に快くオッケーをいただいたときは心か
らほっとしたのを今でも鮮明に覚えています。
次に今回の実習中、実習実現に協力していただいた南和友
先生がちょうど来院され、お話できたことはとても大切な思
い出になりました。南先生は『情熱大陸』に出演したことも
ある、雲の上のような存在の方ですがとても穏やかで気さく
で、自分がドイツへ行こうと思った動機や実際ドイツで心臓外科医をされていた頃のお話をしてくださりま
した。またこの病院で心臓移植を受け、元気になられた患者さんも南先生と一緒にいらしており、移植の際
の貴重なお話を聞くことができました。
そして、今回４週間という短期間でしたが、実際にドイツで生活してみて、旅行で訪れた際には気づかな
かった新しいドイツの一面を見ることができました。病院内ではすれ違った人と挨拶を交わすのが普通なの
ですが、挨拶の返しがウインクだったときはとても驚きました。ドイツではウインクはただの挨拶で深い意
味はないのですが、日本人の私からすると文化の違いを非常に感じました。またドイツでは歓迎の意味で机
を叩くという習慣があることを知りました。カンファレンス中にスタッフ全員が机を叩き始めたときは一体
何が起こったのかと非常にびっくりしました。そして、ドイツは環境保護に力を入れていることは知ってい
ましたが、日本と違い手術用のガウンなどがディスポでないことに驚かされました。
今回ドイツ留学は私にとってとてもかけがえのない経験になりました。将来もっと長期間海外に住みた
い、今度は医師として留学したいという思いが強くなりました。それが実現できるよう今後努力していきた
いと思っています。
９．最後に
今回のドイツでの臨床実習の機会を下さった第一外科教授の芳村直樹先生、実習受け入れに協力してくだ
さったボーフム大学永代教授の南和友先生、実習先のグンマート教授、毎日私たちの面倒を見てくださった
真鍋秀明先生をはじめとする３人の日本人の先生方、親切にしてくださった病院のスタッフの方々、そして
学生課の方々には本当にお世話になりました。渡独のチャンスをくださったことに心より感謝しつつ、筆を
置きます。ありがとうございました。
南和友先生
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